さざんかこども園
２０２５年度　社会福祉法人はなぞの会　こども園・保育園　施設関係者評価
目標：社会福祉法人はなぞの会のこども園・保育園が、お互いに客観的な視点で施設評価を行うことで、保育の資質向上を目指す
評価日　　令和7年　10月　8日
評価者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　役　職　雄踏ちゅうりっぷこども園　園長
氏　名　　　　　　　　　　　齋藤　佐織

【保育・教育理念】
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
保育理念を基盤として全体的な計画を策定し、その計画に沿って職員間で話し合いや共有をしながら保育を実践している。子どもたちが日々の生活やあそびの中で経験する全てのことが「生きる力」につながっているという考えのもと、職員一人ひとりが、子どもへの言葉かけや関わり方、日々の対応の中に理念を反映させているおり、その姿勢が園全体に浸透していることがヒアリングで伺えた。







【人権尊重】
常に子どもの立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか
職員一人ひとりが子どもにとっての最善の利益を常に考えられるよう、研修を行ったり
子どもの権利条約の内容を確認したりしている。
ヒアリングの中で、子どもの人権を尊重することが職員同士の人権尊重にもつながるという園の考えがよく伝わってきた。








【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか
個人情報保護のマニュアルに基づき、個人情報に関する重要書類や緊急連絡表など個人が特定できるような情報や記録は、鍵のかかる場所にて保管している。
また「個人情報利用」について、保護者から入所時に同意をもらっている。職員に関しても入職の際「誓約書」を交わし、定期的に個人情報、法令遵守等の確認を行っている。






【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか
入所時、園生活説明会などで「苦情相談窓口システム」について説明を行っている。意見箱の設置、ご意見、ご要望解決システムのフローチャートを園内にて掲示案内している。
保護者よりいただいたご意見に関しては迅速に対応し、職員間で共有する場を設けている。





【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか
マニュアルに基づき職員間で話し合いながら保健計画を策定している。保育室内では、空調を適切に使用し、温度や湿度の管理に留意しながら子ども一人ひとりの体調に応じた健康管理を行っている。また、感染症予防や健康に関する情報はアプリを通して保護者と共有し、日々の連携を大切にしている。








[bookmark: _Hlk210656748]
【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
水あそびや交通、家庭での安全を織り込んだ安全計画を策している。毎月の避難訓練もさまざまな災害を想定して行っている。
職員会議などで安全意識を確認したり、ヒヤリハットを作成、分析、職員間で共有したりして事故防止につとめている。








【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
子どもたちが安心、安全に生活できるよう、保育教諭の配置基準や建物の設置基準を遵守し運営している。
チェックリストに沿って園内外の安全点検を行い、気づいたことがあれば小さなことでも確認し必要に応じて修繕を実施することで、安全管理につとめている。






【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。
掃除チェック表を作成し、子どもも職員も快適に過ごせる環境づくりにつとめている。
園内にはさまざまな手作りの装飾が施され、季節の移ろいを感じることができる。







【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。
全ての保育室において、子どもの動線を考慮した棚や机の配置により安全で快適な生活環境が整えられている。また、あそびの計画に基づき年齢に適したおもちゃを用意するとともに、子ども一人ひとりの発達や興味に応じておもちゃの種類や量が工夫されている。






【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。
全体的な計画をもとに、職員間で話し合いながら指導計画（年間、月、週）を立て、子どもの年齢や発達に応じた保育をしている様子が見られた。保育の中では、職員が子どもの気持ちに丁寧に寄り添い、一人ひとりの思いや意欲を尊重しながら関わる姿が印象的だった。幼児クラスでは、異年齢で過ごす時間を積極的に設け、年上の子が年下の子を気にかけ手助けしたり、年下の子が年上の子の姿に憧れをもって関わったりする姿が見られ刺激を与えあいながら成長できる環境となっている。













【全体を通して】
さまざまな事柄について、職員間で話し合いを行ったり、会議を通じて情報を伝達したりすることで、園全体で認識を共有したり確認したりし、同じ方針で保育に取り組もうとする姿勢がうかがえた。
ICTシステムを導入することにより、保護者が園児の情報をより分かりやすく、便利に確認できる環境を整えるとともに、職員の業務効率化や保育の質向上にもつなげている。








